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Restoration of modern Western-style architecture in Japan 
began in the 1960s and most major restoration projects were 
undertaken in the period up to the 1990s. This paper aims at 
verifying the restoration of such group of architecture after 
a few decades, focusing on the principles and techniques 
employed in these projects. This study is undertaken with 
the aim of obtaining results that would be instrumental to 
future restoration of industrial heritage properties as well as 












































































































































































































































































（注02）  宮澤智士　７．保存と活用（『新建築学体系 50』所載）　彰国社 
1999、村上訊一 『日本の美術 525　文化財建造物の保存と
修理の歩み』　至文堂　2010 など。文化庁の技官が執筆。





























































（注15）  2012 年２月に東京文化財研究所が開催した研究会「近代建
築に使用されている油性塗料に関して」による。明治村・
柳澤宏江と大澤塗装株式会社社長・大澤茂樹の発言による。
同研究会の記録『未来につなぐ人類の技 12　近代建築に使
用されている油性塗料』に要旨がまとめられている。大澤
茂樹は油性ペンキの仕事にした経験を多くもち、「油性塗
料は合成塗料に比べて耐光性が劣るわけではない」「油性
塗料は乾燥に時間がかかり、効率が悪く時代にそぐわなく
なったことが衰退の理由」と述べている。
（注16）  近年に合成樹脂塗料が用いられた、または用いる予定の
例には、旧群馬県衛生所 （部分）、旧函館区公会堂 （部分）
旧学習院初等科正堂、旧グラバー住宅などがある。一方、
油性ペンキを踏襲した例は、豊平館、北海道大学農学部植
物園博物館がある。
（注17）  伝統建築の例では、日光二社一寺の彩色の保存に関する取
り組みが挙げられる。海外では、米国・チャールストンに
あるドレイトンホールの現状塗装の凍結的な保存の取り組
みがある。
